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三沢市認知症初期集中支援チーム検討委員会（概要） 

会議名称 平成２９年度 第１回三沢市認知症初期集中支援チーム検討委員会 

開催日時 平成３０年３月２８日（水）１３時００分～１３時４５分 

場  所 三沢市総合社会福祉センター ２階 ホール１．２ 

出 席 者 

委員（敬称略） 

会長(議長) 鈴木 吾朗 委員 佐々木 正人 

副会長 小西 史人 委員 沼田 弘子 

委員 伊藤 博次 委員 加倉井 裕子 

委員 橘 清子 委員 繋 範雄 

委員 中村 由佳子   

協力医療機関 

認知症サポート医 あおぞらクリニック 医師 千葉 潜 

事務局 

三沢市 福祉部介護福祉課 

      課長     寺澤 寿子   副参事兼課長補佐 大塚 勤光 

包括支援係長 田鎖 雅子    保健師     内村 憲司 

主事     浪岡 麻衣子   認知症初期集中支援チーム員  石岡 直美 

議事案件 

１ 案件 

（１）今後の認知症施策の推進について 

（２）認知症初期集中支援チームの活動状況について 

２ その他 

議事概要 

１ 案件 

（１）今後の認知症施策の推進について 

● 事務局：（資料に基づき説明） 

〈意見なし〉 

 

（２）認知症初期集中支援チームの活動状況について 

    

 ● 事務局：（資料に基づき 1事例づつ、5事例について報告） 

   〈意見なし〉 

● 事務局：（資料に基づき今後の課題について報告） 

● 千葉医師 

 助言として、本人の受け入れ拒否、受診拒否など認知症の介入にはよくある。一人暮らしの

問題、キーパーソンの不在など、遠方でも協力を得たり、来てもらって入院に繋げたり、大

変さがあると思う。突然の訪問受け入れ難しいが、何回か訪問を重ねていくことで、受け入

れてもらうようになるケースもある。うまくいくときばかりではないが、焦らず、時間をか

けて粘り強く継続していくことが大切である。 

〔質疑応答〕 

● 橘委員：がんと認知症があるケースについて、治療すると言って周りが支援をすすめるが

本人が治療することを忘れてしまうことがある。どう対応すればいいか。 
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 ● 千葉医師 

  言ったことを忘れてしまうようであれば、判断基準ができなくなってきていると考える。 

認知症の治療をどうするか（服薬しても劇的に改善することはない）。がんの治療をどこま

でするのか。周りの意見をある程度優先し点滴の時に付き添ったり、服薬管理など家族の

誰がするのか作戦を立てるなど周りの支援を徹底することも必要である。 

 

 

以上 


